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1 は じ め に

中国雲南省の標高1、 800～ 2500π の高原地帯の気候は ,

7～ 8月 でも最高気温が23～ 25℃ ,最低気温が14～ 16℃ ,

平均気温で185～ 205℃ と冷涼であるにも関わらず ,そ こ

で作られている品種の中には,実用上支障なく稔実するも

のが多く,耐冷性遺伝子源として,注目されている 。こ
れらの品種には長緯のものが多く,従来の冷水掛流し法で

は,処理水深が不十分で正 しい耐冷性評価が得られなか

った。

2試 験 方 法

耐冷性は,お もに幼穂形成期直前からの短期深水処理

(水深40" 水温15℃・ 6日間ごと )と恒温深水処理 (水
深25m水温195℃)による不稔発生程度によって評価した。
この他 ,水深20m 平均水温19℃の冷水掛流し圃場におい
ても調査を行った。

短期深水処理については,処理の前後に自然の低温の影
響を受けないように,材料の養成及び処理の終了後はガラ
ス室にポットを移動させ ,F・j様に対照区についても気温が

20℃以下に低下した時は加温した。処理水深 (40釧 )よ り

長繹の品種については,ボ ットを斜めに浸漬して,葉鞘が

水面より露出しないようにして処理した。

不稔歩合は,処理終了から出穂までに要した日数ごとに

整理し, 3日 間隔で集計し,処理されたステージ別に耐冷
性を評価 した。

恒温深水処理については,対照区を一般圃場に設けた。
また,耐冷性と蔚長の関係を調べるため,出穂時の穂を
l A A固定液に浸漬,保存し,上から1, 2番 目の 1
次枝梗の基部 2頴花の約長を測定した。

3 試験結果及 び考察

に)短期深水区と恒温深水区における雲南省と日本品種
の不稔歩合と耐冷性評価を表 1に示した。雲南省の品種の

表 1 短期深水区と恒温深水区における中国雲南省と日本品種の不稔歩合

中
国

南 雲南型昴種
省
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':+ry#E

日 本 品 種

注 1)短期深水処理における不稔歩合の最大値は不稔発生が最も多いステージ(3日 分 )における平均
値で,平均値は処理終了後 7～ 24日に出穂した穂における不稔歩合の平均値。
2)耐冷性評価の数値は,1～ 2(極強),0(強 )、 4〈やや強),5(中 ).6て やや弱)及 び7(弱 )を表九
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図1 恒温深水区における不稔歩合と
ガラス室における約長との関係

注 ● :早生品種 (アキヒカリ級 )
▲ :中生品種 (ト ドロキワセ級 )
○ :晩生品種 (コ ンヒカリ級 )
× :中国雲南省品種

中には,雲梗134や雲梗136の ように冷水処理をしていな

い対照区でも比較的高い不稔歩合を示すものが多かったが ,

対照区は自然冷温より保護しているので,そ こで発生した

不稔は冷温以外の要因によるものと考え,耐冷性は,処理

区の不稔歩合より対照区の不稔歩合を差引いた数値で評価

した。この結果から,中国雲南省の品種には長稗だが ,耐

冷性の強いと思われるものが多かった。

(2)処理ステージ別の不稔歩合をみると,日本の品種は

幼穂形成期に小さな山と減数分裂期に大きな山のある2頂

型の不稔曲線を示すが ,中国雲南省の品種には山のはっき

りしないものが多かった。

13)恒温深水区における不稔歩合とガラス室における約

長との間には相関関係が認められた。耐冷性が強いと思わ

れた雲南省の品種は約長が長く,そのことが耐冷性の強い

一つの要因と考えられた (図 1)。

(4)中国雲南省の品種のうち,「雲南型Jと呼ぶべき在

来種及び半改良種には,長稗,大穂,濃い絆色,玄米の着

色や品質不良及び自然条件下での不稔発生等の劣悪形質が

あり,これらの品種を交配母本として用いるにはこれら劣

悪形質の除去が必要になる。

注 品種名の後の ( )内の数値のうち,

一方,改良種である,日本品種と中国雲南省の在来品種
の「中間型Jや「日本型」品種あるいは日中の共同育成系

統 (合系 )の中には,繹長が トドロキヮセ程度で,特性が

比較的良く,耐冷性もトドロキワセ以上の極強のものがあ

り,耐冷性母本として注目された (表 2)。

前者は碍長 〈m),後者は不稔歩合 (%)である。
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表 2 中期深水処理区 (水深20m)における耐冷性強品種の一覧

性

価

冷耐

評
中国雲南省品種
(中 間型～日本型 )

日中 合 作 系 統
(中 間型～日本型 )

日 本 品 種

1

雲二天 022 (97、 23)

漠花 2号   (92、 27)

82-128   (95、 25)

合系 2号 (1)(85、 26)

合系 2号 (2)(90、 22)

合系 6号   (90、 45)

北海PL3   (88、 17)

2

雲糧7,-635(86、 38)

寒,    (76、 53)
合系 8号   (91、 47)

合系 3号   (94、 29)
中母36   (78、 79)
中母35   (84、 71)
トドElキ ワセ  (,1、 32)

オオ トリ   (91、 39〉
コシヒカリ  (91、 27)

3
潰愉 1号   (85、 41)

昆綬 1号   (91、 74)

合系 5号   (89、 54) オイラセ   (95、 63)
庄内32号    (92、 74)
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